










(目的、対象と方法)　DDAVP の作用機序を知るため中枢性尿崩症の 15 例(3～14

才)に対しその 2.5μg、5μg、10μg を投与して、次の各項につき経時的に詳

細な検討を加えた。

ⅰ)心血管系:血圧、体温、脈拍。ⅱ)腎:2 時間分割尿(24 時間)、尿量、尿滲滲

透圧、尿中 Na、サイクリック AMP および GMP、血中レニン、アルドステロン。

ⅲ)腎外の内分泌系:血中 HGH、ACTH など。


